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細胞内でのタンパク合成は、始動、伸長、停止、そして、リボソーム再利用の
４つの段階から構成され、リボソームの再利用は ribosome recycling factor
とelongation factor Gによって触媒される。Ribosome recycling factorを
発見し、その構造と機能の解析を進めてこられた梶教授の来学に際して、特別
セミナーを開催いたします。多数のご来聴をお待ちしております。
なお、本セミナーは大学院特別講義を兼ねます。
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